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歴
史
資
料
館
で
は
、
市
内
各
所
か
ら
出
土
し
た
主
な

考
古
遺
物
を
、
年
代
順
に
六
つ
に
分
け
て
構
成
・
配
列
、

さ
ら
に
、
広
野
廃
寺
な
ど
最
新
の
発
掘
成
果
も
加
え
た

企
画
展
を
開
さ
ま
す
。
繩
文
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に

t
Ｋ
Ｊ
ｌ
K
ｌ

２月S日(土)～3月17日(日)や入場無料　　　　

歴史資料館　折居台1丁目１　酋20･開館時間午前9時~午後5時●

1

3

1

１●

　　月曜日，祝日休館

Ｘ

Ｘ
1.家形埴輪（古墳時代・庵寺山古墳）

　
　
狩
り
と
採
集
の
時
代

　
～
繩
文
時
代
～

　
今
か
ら
約
一
万
年
前
、
私
た
ち

の
祖
先
は
、
土
か
熱
す
る
と
水
に

溶
け
な
い
こ
と
と
、
木
の
反
動
で

物
を
淳
茫
飛
ば
せ
る
こ
と
を
発

見
し
ま
し
た
。
土
器
と
弓
矢
の
出

現
す
な
わ
ち
繩
文
時
代
の
始
ま

り
で
す
。
煮
炊
き
に
よ
っ
て
食
生

活
を
豊
か
に
し
で
こ
れ
る
土
器
と
、

多
く
の
動
物
の
捕
獲
を
可
能
に
し

た
弓
矢
は
、
人
々
の
牛
活
に
欠
か

せ
な
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　
〈
主
な
出
陳
品
〉

　
浅
鉢
ふ
″
鉢
・
石
斧
・
タ
タ
キ

石
－
寺
界
道
遺
跡

　
　
稲
作
と
戦
争
の
始
ま
り

　
～
弥
生
時
代
～

　
今
か
ら
約
二
千
二
百
年
前
、
大

陸
か
ら
米
を
作
る
技
術
と
金
Ｍ
を

利
用
す
る
技
術
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
金
属
は
稲
作
の
道
具
と
し

て
、
ま
た
銅
鐸
の
ぷ
つ
に
豊
作
を

祈
る
祭
り
の
道
具
と
し
て
加
工
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
と
も
に
、

剣
な
ど
の
武
器
と
し
て
も
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
に
は
、
戦

争
も
行
わ
れ
る
ぷ
つ
に
な
っ
て
い

た
の
で
す
。

〈
主
な
出
陳
品
〉

甕
・
壷
Ｉ
羽
戸
山
遺
跡

大
王
と
古
墳
の
時
代

　
　
　
～
古
墳
時
代
～

　
幾
度
も
の
戦
か
経
て
、
今
か
ら

め
千
七
百
箭
、
日
杏
鋤
を

中
心
に
杏
７
ま
と
ま
り
始
め
、

至
る
出
土
品
を
実
際
に
兄
な
が
ら
、
改
め
て
、
宇
治
の

歴
史
と
文
化
を
振
り
返
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
こ
こ
で
は
、
主
な
出
陳
品
と
そ
の
歴
史
的
背
景
を
、

構
成
に
沿
っ
て
ご
紹
介
し
ま
し
よ
う
。

各
地
の
王
た
ち
は
、
前
方
後
円
頂

に
代
表
さ
れ
る
巨
大
な
古
墳
客
心

り
ま
し
た
。
古
墳
時
代
の
始
ま
り

で
す
。
そ
し
て
、
全
国
の
王
の
上

に
君
臨
し
た
の
が
、
分
Ｅ
」
と
呼

ば
れ
る
強
大
な
王
で
し
た
。

　
墓
の
大
き
さ
や
形
は
、
そ
の
人

の
身
分
や
権
力
の
象
徴
と
な
り
、

宇
治
で
も
豪
族
た
ち
は
、
そ
の
権

力
に
応
じ
た
古
墳
奪
心
り
ま
し
た
。

　
〈
主
な
出
陳
品
〉

　
家
形
埴
輪
－
庵
寺
山
古
墳
〔
写

真
１
〕

　
首
飾
り
Ｉ
瓦
塚
古
墳
〔
写
真
２
〕

古
墳
か
ら
寺
院
へ

　
　
　
～
飛
鳥
・
奈
良
時
代
～

　
古
墳
時
代
も
終
わ
り
の
西
暦
五

八
八
年
、
飛
鳥
の
地
に
日
本
最
初

の
寺
院
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
飛

烏
寺
の
建
立
で
す
。
金
色
に
輝
く

仏
を
安
そ
し
た
金
ヽ
悍
ふ
か

れ
た
屋
根
－
。
今
ま
で
の
日
本
に

は
な
か
っ
た
も
の
が
、
朝
鮮
か
ら

渡
来
し
た
技
術
者
た
ち
に
よ
っ
て

2｡片飾り(占墳

　時代･瓦塚占墳)

造
ら
れ
た
の
で
し
た
。

　
こ
れ
以
降
、
寺
院
は
、
豪
族
た
ち

に
よ
っ
て
全
国
で
造
β
れ
る
ぶ
っ

に
な
り
毒
了
。
権
力
の
象
徴
は
、

前
時
代
の
古
墳
か
ら
薪
時
代
の
寺

院
へ
と
変
わ
っ
た
の
で
す
。

　
〈
主
な
出
陳
品
〉

　
軒
丸
瓦
・
軒
平
瓦
（
飛
鳥
）
－

大
鳳
寺
跡
〔
写
真
３
〕

　
　
貴
族
の
暮
ら
し

　
　
～
平
幸
鎌
倉
時
代
～

　
都
か
ら
の
交
通
の
便
が
よ
く
、

風
光
明
美
な
宇
治
に
は
、
平
安
時

代
に
入
る
と
貴
族
た
ち
に
よ
っ
て
、

多
く
の
別
業
（
別
荘
）
が
営
次
れ

ま
し
た
。
そ
れ
と
と
も
に
、
現
世

の
安
穏
と
極
楽
往
生
か
頌
ラ
た
め

の
堂
舎
も
建
立
さ
れ
、
宇
治
は
、

宗
教
的
な
雰
囲
Ｍ
も
合
わ
せ
持
っ

ぷ
つ
に
な
り
ま
す
。

　
貴
族
た
ち
が
使
用
し
て
い
た
高

級
陶
磁
器
や
、
浄
妙
寺
の
往
時
を

し
の
ぼ
せ
る
遺
物
は
、
王
朝
時
代

の
宇
治
の
雅
び
と
憂
愁
を
、
今
に

伝
え
て
い
ま
す
。

　
〈
主
な
出
陳
品
〉

　
″
嶮
（
雲
）
－
猛
壽

　
白
磁
碗
（
鎌
倉
）
Ｉ
善
法
古
墓

　
茶
園
の
広
が
り

　
～
室
町
ふ
戸
時
代
～

　
南
北
朝
時
代
に
名
声
を
と
芦
乙

か
せ
た
宇
治
茶
業
は
そ
の
後
も
順

調
に
発
展
し
、
足
利
将
軍
家
や
有

力
な
守
護
大
名
が
直
接
支
配
す
る

直
轄
園
も
、
こ
こ
宇
治
の
地
に
開

か
れ
ま
し
た
。
室
町
か
ら
戦
国
の

争
乱
を
経
て
江
戸
へ
と
移
り
変
わ

る
日
本
史
の
大
き
な
流
れ
に
、
宇

治
茶
は
鮮
や
か
な
緑
と
格
調
高
い

香
り
夕
添
え
た
の
で
し
た
。
‘

　
宇
治
の
中
心
部
、
新
町
通
り
や

本
町
通
り
周
辺
か
ら
出
土
す
る
遺

物
は
、
茶
ど
こ
ろ
宇
治
の
繁
栄
を

物
語
っ
て
い
ま
す
。

　
〈
主
な
出
陳
品
〉

　
備
前
焼
（
室
町
）
・
織
部
茶
碗

　
（
江
戸
）
　
〔
写
真
４
〕
－
宇
治
市

街
遺
跡

4｡織部茶碗(江戸時代・宇治市街遺跡)

市営茶室対
鳳庵３月１日
無料招待

　
頑
光
宇
治
化
春
の
訪
れ
を

告
げ
る
、
市
営
茶
室
「
対
鳳
庵
」

が
、
三
月
一
日
か
ら
開
席
。
開

席
日
に
は
、
濃
茶
（
観
光
セ
ン

タ
ー
二
階
観
松
軒
）
と
薄
茶
（
対

鳳
庵
）
の
二
席
を
用
意
し
、
次

の
と
お
り
無
料
招
待
し
ま
す
。

初
め
て
の
人
で
も
気
軽
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
３
月
１
日
㈹
ｙ
と

こ
ろ
・
：
観
松
軒
（
観
光
セ
ン
タ

ー
内
）
・
対
鳳
庵
▼
定
員
…
３
０

０
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み
・
：

往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
茶
席
希
望
時
間
（
９

時
半
、
1
0
時
1
5
分
、
Ｈ
時
、
1
1

時
4
5
分
、
1
2
時
半
、
1
3
時
1
5
分
、

1
4
時
、
1
4
時
4
5
分
、
1
5
時
半
）

を
記
入
し
、
２
丹
1
6
日
出
（
必

着
）
ま
で
に
、
市
役
所
商
工
観

光
課
対
鳳
庵
無
料
招
待
係
（
〒

6
1
1
宇
治
葬
E
3
3
）
あ
て
に
郵
送
。

は
が
き
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で

連
記
で
き
ま
す
。
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
商
工
観
光
課
（
内
線
２
９

４
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

第
８
回
宇
治
市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　
作
品
を
募
集

　
市
と
凹
宇
治
市
観
光
協
会
で

は
、
「
四
季
を
通
じ
た
宇
治
の
表

情
」
を
テ
ー
マ
に
、
今
年
も
宇
治

市
観
光
写
真
コ
ン
タ
ー
ル
を
行

い
ま
す
。
あ
な
た
の
出
合
っ
た

美
し
い
風
景
や
文
化
財
な
ど
、

表
情
豊
か
な
作
品
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
▼
応
募
資
格
・
・
・
特
に
な
し
▼

規
格
・
・
・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン
ト
、
４

ツ
切
サ
イ
ズ
（
新
し
い
作
品
で

単
写
真
、
未
発
表
の
も
の
）
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
蓼
・
・
作

品
の
裏
に
、
作
品
名
、
氏
名
、

住
所
、
年
齢
、
性
別
、
撮
影
場

所
、
撮
影
年
月
日
を
記
載
し
た

応
募
票
か
ほ
り
、
２
月
2
4
日
㈲

ま
で
に
宇
治
市
観
光
セ
ン
タ
ー

　
（
〒
6
1
1
宇
治
塔
川
２
、
a
2
3
・

3
3
3
4
）
へ
。
当
日
消
印
有

効
、
持
参
も
可
▼
審
査
…
３
月

５
日
㈹
▼
賞
・
：
推
薦
２
点
、
特

選
３
点
、
準
特
選
５
点
、
入
選

2
0
点
（
応
募
者
全
員
に
宇
治
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
レ
タ
ー
セ
ッ
ト
を

進
呈
）
▼
そ
の
他
・
：
○
入
賞
作

品
の
版
権
は
主
催
者
に
帰
属
ｏ

入
賞
者
は
定
め
た
期
日
ま
で
に

原
版
（
ネ
ガ
ま
た
は
ポ
ジ
）
を

提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
○
応
募
作

　
市
で
は
、
ス
リ
ラ
ン
カ
ー
ヌ

ワ
ラ
エ
リ
ヤ
市
、
中
国
・
咸
陽

市
、
そ
し
て
カ
ナ
ダ
ー
カ
ム
ル

ー
プ
ス
市
と
友
好
都
市
盟
約
を

結
び
。
活
発
な
交
流
活
動
を
進

め
て
い
ま
す
。
そ
じ
て
、
近
年

の
国
際
化
の
進
展
の
中
で
、
た

く
さ
ん
の
外
国
の
人
た
ち
が
、

本
市
を
訪
問
さ
れ
て
い
ま
す
。

品
は
返
却
し
ま
せ
ん
○
選
外
作

品
で
あ
っ
て
も
観
光
宣
伝
に
使

画■ ■ ■ 1-1

　
こ
う
し
た
人
た
ち
を
温
か
く

迎
λ
、
友
好
親
善
を
深
め
る
た

め
の
語
学
ボ
ラ
ン
テ
ー
＾
)
i
5
動

に
参
加
１
　
歪
せ
ん
か
。

　
▼
対
象
・
：
英
語
・
中
国
語
・
フ

ラ
ン
ス
語
で
会
話
が
で
き
る
人

▼
申
し
込
み
・
問
こ
Ｂ
せ
・
・
・

２
月
2
0
日
困
ま
で
に
秘
書
課

（
内
線
２
０
８
）
へ
。
（
秘
書
課
）

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
　
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆

　 一 一 一 一 一 一 － 一 一 一 一
-

1205

歴史資料館　企画展

考古遺物でみる

宇治の歴史と文化

最新の発掘成果を加えて

|語学ボランティア募集

連
絡
所
臨
時
休
業
の
お
知
ら
せ



市
民
ひ
ろ
ば

ん
料
理
か
徊
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
。

　
▼
と
き
…
２
月
拶
吊
、
午
前

９
時
半
ト
午
後
１
時
▼
対
象
…
市

内
在
住
で
6
0
歳
以
上
の
人
▼
定
員

…
2
5
人
（
先
着
順
）
▼
内
容
・
：
料
理

実
習
（
藤
ご
は
ん
・
梅
ご
は
ん
チ
ー

　
近
代
文
学
講
座

　
近
代
日
本
文
学
の
作
家
三
人
を

取
口
上
げ
、
そ
の
文
学
ぐ
人
間
像

を
通
し
て
、
自
分
の
牛
活
の
在
り

方
を
考
岳
チ
。

い
る
数
々
の
歌
か
ら
、
近
代
の
女

性
の
姿
や
社
会
の
郵
簒
知
り
、

こ
れ
か
ら
９
鮭
の
牛
万
力
を
考

え
‘
手
。

　
▼
内
容
・
日
程
・
・
・
下
表
の
と
お

り
。
時
間
は
午
後
１
時
～
４
時
▼

定
員
…
加
入
（
先
着
順
）
▼
保
育

…
２
歳
以
上
の
幼
児
か
ｓ
人
ま
で

　
（
お
や
つ
代
２
０
０
円
必
要
）
▼

申
し
込
み
・
・
・
同
館
へ
ｍ
話
か
来
館

で
。

小
倉
公
民
館

電
話
2
2
4
6
8

7
　
高
齢
者
料
理
教
室

　
健
康
的
な
食
牛
活
夕
選
る
た
め
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
ご
は

角
糞
ん
、
ふ
去
ん
、
筆
記
用
具
▼
申
　
込
み
・
・
・
同
館
へ
電
話
か
来
館
『

し
込
み
…
同
館
へ
電
話
か
来
館
で

▼
指
導
…
食
生
活
改
善
推
進
員

「
若
葉
の
齢
。

▲新しいレパートリーに挑戦／(昨年の高齢者料理教室から)

　
　
つ
ま
み
絵
講
習
会

　
ぷ
函
で
、
短
冊
や
色
紙
に
立

体
的
な
絵
夕
播
く
つ
ま
み
絵
。
短

冊
で
お
ひ
な
さ
ま
を
作
り
ま
す
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
l
O
日
出
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▼
定
貝
・
・
・
2
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
８
０
０
円
（
材

料
費
）
▼
持
ち
物
・
：
ピ
ン
セ
″
ト

握
忿
賢
み
▼
申
し
込
み
・
・
・
同
館

へ
電
話
か
来
館
で
。

木
幡
公
民
館

　
電
話
3
2
8
2

9
0

　
歌
で
綴
る
女
性
史

　
「
歌
は
世
に
つ
れ
世
は
歌
に

つ
れ
」
と
言
わ
れ
ま
ず
。
女
性
の

様
々
な
姿
や
思
い
が
込
め
ら
れ
て

パ
ン
作
り
教
室

近代文学講座の日程と内容

月日 内　　　　容 講　師

2/15
吻

森　鴎外
　‐鴎外の文学と人間($－

花園大run
　山崎國紀さん

2/22
出

夏目漱石
　一漱石の文学と人間像－

同志社大掌教授
　玉井政之さん

3／1
吻

与謝野　晶子
　―品子とその時代Ｌ

京都文教知.期大学助教片

　前田訣子さん

歌で綴る女性史の日程･内容

月日 内　　　　容 講　師

2/14
附

近代社会と女性
　　一女性の歩み100年一

関西大学壽師゛金谷千慧子さん

ピアノ伴奏
エレクトーン奏折
佐々木真紀さん

2/19
(幻 明治・大正の歌に見る女性

2/21
困 昭和の歌に見る女性

2/26
(火)

高齢化社会と女性
　　一私と昭和史一

パン作り教室の日程・内容

日　時 内　　　　容 講　師

2/14
　休）

基本をしっかり覚えましよう
（バターロール･マヨネーズノヽン）

　管　7ぐ琵l麻拓

ffi墨田j1

正　博師
子　子
さ　さん　ん

2/19
　(･a

応用編その1　菓子パン作り
（レーズンパン・クリームパン）

2/25
　()))

応用編その2　軽食用パン
(ピロシキ・ピザパン）

2/27
　(徊

食パン作りに挑戦しましよう
(食パン･中華まんしゅう〈肉まん〉)

3／6
困

朝食で差をつけましよう

－バランスを々えたハン食のﾊﾞﾘｴｰｙヨンー

た
食
牛
居
に
つ
い
て
考
え
ま
ず
。
　
要
）
▼
申
し
込
み
・
・
・
同
館
へ
電
話
　
込
み
…
同
館
へ
電
話
か
来
館
で
。

　
市
民
土
曜
講
座

　
▼
と
き
…
２
月
９
日
出
、
午
後

２
時
～
３
時
半
▼
テ
ー
マ
上
只
の

和
菓
子
１
～
普
段
着
の
菓
子
～
▼

南
陵
町

　
平
林
　
賢
知
く
ん

　
　
Ｈ
２
・
１
・
1
9
①

お兄ちゃんに負けないよう、大き

く育ってね。

　この欄に掲載するお子さん（2年

2月生まれ）を募集しています。今月

９日までに広報課へご連絡ください。

　
女
性
の
勉
強
室

　
　
　
～
共
に
生
き
る
～

　
「
障
害
は
あ
っ
て
も
、
み
ん
な

と
一
緒
に
働
淮
た
い
」
「
人
間
ら
し

い
生
■
≪
Ｕ
？
:
Ｓ
.
の
あ
る
牛
居
を
し
た

い
」
－
そ
ん
な
障
害
者
の
願
い
を

み
ん
な
の
願
い
に
し
な
が
ら
、
学

習
か
遥
め
未
了
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
右
下
表
の
と

お
り
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
・
在
勤

の
女
性
▼
定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）

▼
保
育
・
・
・
―
歳
以
上
の
幼
児
（
お

や
つ
代
２
０
０
円
必
要
）
▼
申
し

講
師
…
京
都
文
教
短
期
大
学
教
授
・

飯
塚
久
子
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
：
当

日
直
接
同
館
へ
。

　
Ｏ
Ａ
講
座

　
右
下
表
の
講
座
を
開
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
同
セ

ン
タ
ー
へ
。
　
（
商
工
観
光
課
）

　
２
月
の
も
よ
お
し

く
ぉ
も
ち
ゃ
で
遊
ぼ
う
〉

　
▼
と
き
・
定
員
…
２
月
1
6
日
出
、

午
前
1
0
時
～
正
午
＝
幼
児
と
保
護

者
・
3
5
組
。
午
後
Ｌ
時
Ａ
時
＝
小

学
生
面
人
（
い
ず
れ
も
先
着
順
）

▼
講
師
・
・
・
岩
城
敏
之
ポ
ん
▼
参
加

費
・
：
無
料
▼
申
し
込
み
・
・
・
同
セ
ン

今時|≪lliいずtil午前･9 畔～正'|-( 3 )i 6【If'け剔麦2時まで1

女性の勉強室の日程・内容

月日 内　　　容 講　帥

2/15
吻

福祉ボランティア留学

から得たもの

シンガifールからの留学生

ジミー･ﾁﾔﾑ･ﾄｩｰﾝ･ﾘﾔﾝぎん

雑創の森プレイスクール

　　橘　雄介さん

2/22
吻

地域のたまり場づくり 西陣市尺-tンター職貝
　　鈴木　康之さん

2/28
俐

〈施設見学〉
　ili賀・湘南学園を見る

3／8
吻

〈フリートーク〉
　共に生きるって……

字沁半自糾主･江崎美子さん

社会福祉協議会職貝

ク
ー
ペ
電
話
か
来
館
刄

　
〈
折
り
紙
で
ひ
な
人
形
づ
く
り
〉

　
▼
と
き
・
：
２
丹
2
3
日
出
、
午
後

２
時
～
５
時
▼
対
象
・
・
・
小
学
生
▼

定
員
…
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
参
加
費

・
・
・
１
０
０
円
（
材
料
費
）
▼
申
し
込

み
・
：
同
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
か
来
館

で
。

　
〈
お
は
な
し
会
〉

　
▼
と
き
・
：
２
月
2
7
日
困
、
午
後

３
時
半
～
ｔ
時
▼
対
象
・
：
幼
児
～

小
学
校
低
学
年
▼
参
加
・
：
当
日
直

接
同
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
児
童
書
テ
ー
マ
展
示

　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
３
月

蜀
吊
盲
v
ｙ
「
は
～
る
よ
こ

い
。
は
～
や
く
　
こ
い
」
と
題
し
、

く
ま
・
り
す
・
山
ね
ず
み
な
ど
、

ふれあいセンターお

はなし会

※時間はいずれも午前10時～正午

ＯＡ講座の日程・内容

春
盈
昌
動
物
の
絵
本
や
読
み
物

盈
采
め
、
展
示
と
貸
し
出
し
を
し

て
い
季
子
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。　

城
南
衛
生
管
理
組
合

　
「
指
名
願
い
」
の
受
け
付
け

　
城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
平

戌
三
年
度
に
発
注
す
る
建
設
工
事
、

測
量
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業

務
、
物
品
の
購
入
な
ど
に
つ
い
て
、

　
「
指
名
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
書
」
の
受
け
付
け
を
、
二
月
二

十
八
日
俐
ま
で
竹
い
車
ｙ
。

　
必
要
書
類
な
芦
謹
し
ぐ
は
、
城

南
衛
生
管
理
鰻
総
務
課
用
度
管

理
係
（
豊
０
７
５
・
６
３
１
・
５
１

■■　　l　　･･.=‥l‥‥‥　‥　‥‥‥‥ll･.･l･=･l･=lll l.･:･･1

2/6團貧道=ﾄ2m伽平盛ﾉ

2/20£*5伊勢田ﾚ2 n冰横鳥万

丿各ふれあいセンターで＼｀９ｋＪ

午後3時半こ4時…………/I＼j; fj,J:=:12J:: :Ji

[伊勢田だけ午後2時半゛]3時)ﾚ∧

かみしぱい=:=おはなし＜十

l:▽よ.みきかせほがﾉ☆☆＜

みんなできてネ

講座名 期間 曜日 時間
回数
(回)

定貝
(人)

受講科
　(円)

ワープロ

　　(初級)
2/14～3/4 月･木 18:30～21:00 ６ 10 7,200

ノぐソコン

(Dｰﾀｽl-2-3teSl
E/18~2/25月･火

木･金
9:30～15:30 ６ 20 8,200

／｛ソコン

　（ＭＳ－ＤＯＳ） 2/21-3/11月･木 18:30～21:00 ６ 20 7,200

パソコン(c言語中級)
2/17～3/24 日 9:30～12:00 ６ 10 7,200

７
１
）
へ
。
（
城
南
衛
生
管
理
組
合
）

　
市
民
混
声
合
唱
団

　
定
期
演
奏
会

　
▼
と
き
…
２
月
1
0
日
㈲
、
午
後

２
時
開
演
▼
と
こ
ろ
…
文
化
セ
ン

タ
⊥
八
ホ
ー
ル
▼
入
場
料
・
：
1
0

0
0
円
▼
曲
［
日
…
ヘ
ン
デ
ル
「
メ

サ
イ
ヤ
」
、
高
田
三
郎
「
心
の
四
季
」

▼
問
い
合
わ
す
：
長
東
元
和
ポ
ん

（
豊
2
2
・
5
5
0
0
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
宇
・
城
・
久

　
2
1
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い

　
《
第
１
回
・
宇
城
久
ふ
る
さ
と
今

昔
探
訪
〉
▼
と
き
・
：
２
月
1
6
日
出
、

午
前
1
0
時
～
午
後
５
時
▼
内
容
・
・
・

①
講
演
「
ふ
る
さ
と
の
今
昔
」
＝
阪

部
五
三
夫
さ
ん
②
管
内
施
設
見
学
。

　
〈
第
２
回
・
地
域
づ
く
り
の
先
駆

者
を
囲
ん
で
〉
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
3

日
出
、
午
後
２
時
～
７
時
半
▼
内

容
…
①
講
演
「
イ
ベ
ン
ト
舎
于
が

け
て
み
て
墨
フ
こ
と
」
―
寺
松
由

美
子
’
｛
ん
、
「
地
域
お
こ
し
の
あ

り
方
・
湯
布
院
町
の
握
Ｆ
＝
緒

方
重
成
さ
ん
②
夜
な
べ
談
義
。

　
い
ず
れ
も
、
▼
と
こ
ろ
・
：
醍
醐

プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
▼
定
員
…
5
0
人

。
（
参
加
は
両
日
共
出
席
で
き
る
人

に
限
る
）
▼
申
し
込
み
・
：
往
復
は

が
き
に
参
加
の
動
機
を
明
記
し
て
、

２
月
６
日
哨
ま
で
に
京
都
府
宇
治

地
方
振
興
局
総
務
課
（
〒
6
1
1
宇
治

若
森
７
の
６
、
豊
2
1
・
2
1
0
1
）

へ
。
　
　
（
字
島
地
方
振
興
局
）

1207

　
市
職
員
（
保
母
）

　
昭
和
3
9
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

4
8
年
ｔ
月
１
日
ま
で
に
生
鳶
れ
、

日
太
の
国
籍
を
有
し
、
保
母
資
格

を
有
す
る
か
、
平
成
３
年
１
月
ま

で
に
保
母
資
格
を
取
得
見
込
み
の

女
子
＝
若
干
名
。

　
〈
第
１
次
試
験
〉
▼
と
き
…
２
月

1
7
m
m
’
午
前
９
時
か
ら
▼
と
こ

ろ
・
・
字
治
中
学
校
▼
申
し
込
み
…

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
写
真
夕
ほ
り
、
申
込
書
m

え
て
、
２
月
９
日
出
正
午
ま
で
に

職
員
課
へ
（
郵
送
不
可
）
。
実
施
要

廼
ど
申
込
書
は
職
員
課
（
内
線
２

１
８
）
に
あ
り
未
了
。
（
職
員
課
）

　
パ
ー
ト
ー
ア
ル
バ
イ
ト

　
職
員

　
い
ず
れ
も
、
登
録
者
の
中
か
ら

必
要
に
応
じ
で
這
考
し
雇
用
し
ま

す
。

◆
育
成
学
級
の
ア
ル
バ
イ
ト
指
４

員
▼
５
募
資
格
・
・
・
昭
和
2
6
年
４

月
２
日
以
降
に
生
次
れ
、
市
内
在

住
で
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
か
肴

し
、
健
康
で
児
童
の
育
成
に
熱
意

の
あ
る
女
子
▼
登
録
申
し
込
み
…

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
写
真
を
は
っ
て
、
２
月
８
日

出
ま
で
に
社
会
教
育
課
（
内
線
４

７
６
）
へ
。
　
　
（
社
会
教
育
課
）

◆
市
立
保
育
所
心
パ
ー
ト
保
母
・

臨
時
職
員
▼
募
集
職
種
・
・
・
Ｏ
パ

ー
ト
保
に
Ｉ
朝
・
夕
の
勤
務
、
お
お

ひ
ね
4
0
歳
ま
で
○
臨
時
職
員
＝
保

母
（
有
資
格
者
か
保
育
に
意
欲
の

あ
る
人
）
・
調
理
・
用
務
。
な
お
、

仕
事
の
内
容
に
よ
っ
て
雇
用
時
間

が
異
な
り
ま
ず
。
▼
登
録
申
し
込

み
・
・
・
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

（
有
資
格
者
は
そ
の
旨
も
）
夕
記
入

し
、
写
真
か
ほ
っ
て
保
育
課
（
内

線
～
Ｏ
）
へ
。
　
　
（
保
育
課
）

　
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

　
初
心
者
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
３
日
面
＝
午
前

1
0
時
～
正
午
、
２
月
６
日
出
・
1
3

日
出
＝
午
後
７
時
～
９
時
▼
と
こ

ろ
・
・
・
宇
治
公
民
館
▼
参
加
費
・
・
・
３

０
０
円
▼
持
ち
物
・
・
・
ゴ
ム
底
の
靴

か
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
▼
申
し
込
み

・
・
・
当
日
直
接
会
場
へ
▼
問
い
合
わ

せ
・
・
・
岡
村
赤
々
兄
（
S
2
2
・
４
３

４
３
）
へ
。
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
市
民
歩
こ
う
会

　
▼
と
き
…
２
月
1
0
日
㈲
、
午
前

８
時
半
京
阪
宇
治
駅
前
集
合
（
雨

天
の
場
合
は
1
7
日
面
）
▼
コ
ー
ス

・
・
・
日
野
薬
師
寺
↓
上
醍
醐
寺
方
面
、

約
1
2
a
▼
持
ち
物
・
：
昼
食
・
雨
具

等
、
交
通
費
は
各
自
負
担
▼
問
い

合
わ
せ
・
・
・
木
村
長
次
さ
ん
（
ｓ
2
1
・

３
６
～
）
へ
。
（
市
民
体
育
課
）

　
健
康
エ
ア
ロ
ダ
ン
ス
教
室

　
▼
と
き
…
２
月
1
2
日
Ａ
月
ｐ
一

日
の
毎
火
曜
、
午
後
７
時
半
―
Ｏ
)

時
、
全
５
回
▼
と
こ
ろ
・
：
城
南
勤

労
者
福
祉
心
一
館
▼
定
員
・
：
3
0
人

（
先
着
順
）
▼
受
講
料
・
：
1
5
0
0

円
▼
申
し
込
み
…
２
月
1
0
日
間
ま

で
に
、
同
会
館
（
容
4
6
・
0
7
8
0
）

へ
。
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
）

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

　
実
技
講
習
会

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
1
6
日
出
、
午
後

Ｌ
時
と
３
時
半
の
２
回
▼
と
こ
ろ

・
：
黄
槃
体
育
館
▼
対
象
・
・
・
1
5
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
は
不
可
）
▼
定

員
・
：
各
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
受
講
料

…
1
0
0
0
円
（
要
印
鑑
）
▼
申

し
込
み
・
・
・
２
月
３
旧
㈲
、
午
前
９

時
か
ら
同
館
（
き
3
3
・
4
0
0
1
）

へ
。
顔
写
真
（
３
’
、
‘
×
２
・
５
？
）

が
必
要
。
　
　
　
（
公
園
公
社
）

学ぶ募集

スポーツ

こども

お知らせ

　
広
野
公
民
館

電
話
4
1
7
4
5
0

中
央
公
民
館

電
話
2
0
1
4
1
1

大
久
保
青
少
年
セ
ン
タ
ー

　
電
話
4
4
･
7
4
4
7

城
南
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
電
話
4
6
0
6
8
8

中
央
図
書
館

　
電
話
2
0
1
5
1
1



住民税・所得税は2月16日(土)から3月15日(金)まで

消費税(個人事業者)は4月１日(月)まで

問い合わせ　　　劈糾ぷ

住民税…市役所市民税課

　　　　　(内線254～256)

所得税･消費税･･･宇治税務署

　　　　　　(a4 4・4 14 1)

　
今
年
も
住
民
税
と
所
得
税
の
申
告
時

期
が
近
付
き
ま
し
た
。
税
金
は
、
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
貴
重
な
財
源

で
あ
り
、
正
し
い
申
告
と
納
税
は
、
健

全
な
市
民
社
会
の
ル
ー
ル
で
す
。
申
告

期
間
は
、
二
月
十
六
日
出
か
ら
三
月
十

五
日
吻
ま
で
。
申
告
期
限
間
近
に
な
る

と
、
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま
す
。
申
告

は
早
め
に
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
’
。
ま
た
、

消
費
税
の
申
告
は
、
四
月
一
日
側
ま
で

で
、
既
に
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

住
民
税
の
申
告

　
申
告
の
必
要
な
人

　
①
平
成
三
年
一
月
一
日
現
在

で
宇
治
市
内
に
住
所
夕
肴
す
る
人

　
②
宇
治
市
内
に
事
務
所
、
事

業
所
ま
た
は
家
屋
の
あ
る
人

　
な
お
、
所
得
が
な
か
っ
た
り
、

少
な
い
な
ど
で
、
課
税
の
対
象
と

な
ら
な
い
人
で
も
、
児
童
手
当
な

ど
の
福
祉
関
係
や
国
民
健
康
保
険

関
係
、
所
得
証
明
な
ど
の
基
礎
資

料
と
な
り
乖
あ
で
、
必
ず
申
告

し
て
ぐ
だ
さ
い
。
里
易
必
要
な

人
が
里
笛
し
て
い
な
い
と
、
後

日
、
そ
れ
ら
の
証
明
書
が
発
行
Ｖ

吝
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
で
だ
さ
い
。

　
申
告
の
必
要
が

　
な
い
人

　
①
所
得
税
の
確
定
里
屏
視

務
署
に
提
出
し
た
人

　
②
給
与
所
得
者
か
年
金
所
得

者
で
、
勤
務
先
な
ご
か
ら
給
与
支

払
い
報
告
書
か
公
的
年
金
等
支
払

い
報
告
書
が
提
出
”
瓦
て
い
る
人

（
年
末
調
整
済
み
の
人
）
。
た
だ
し
、

給
与
や
年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る

場
合
や
、
年
末
調
整
以
外
の
控
除

夕
受
け
る
場
合
な
ど
は
、
申
告
が

必
要
で
す
。

　
申
告
す
る
と
き
の

　
注
意
点

　
①
平
成
二
年
中
の
収
入
金
額

や
必
要
経
費
が
わ
か
る
書
類
、
源

泉
徴
醤
ｙ
、
収
入
証
明
書
な
ど
を

持
参
し
て
ぐ
だ
さ
い
1
0
’

　
②
生
命
保
険
料
の
課
税
所
得

控
除
証
明
書
、
医
療
費
の
領
収
書

な
芦
莽
添
付
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
③
扶
養
配
偶
者
や
そ
の
ほ
か

の
扶
養
親
族
が
あ
＆
場
合
は
、
も

れ
な
ぐ
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。
ま

た
、
配
偶
者
特
別
控
除
M
ｔ
ｏ
る

場
合
は
、
必
ず
配
偶
者
の
所
得
額

か
記
入
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
詳
し
ぐ
は
、
里
暑
と
「
申
告

書
の
書
:
＊
R
j
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

い
ず
れ
恥
市
民
税
課
に
あ
り
ま
ず
。

平
成
３
年
度
か
ら
適
用
さ
れ
る

　
住
民
税
の
主
な
改
正
点

　
平
成
三
年
度
分
の
住
民
税
か
ら

適
用
さ
れ
る
主
な
改
正
点
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　
①
個
人
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
一
般
の
生
命
保
険
料
の
分
と

は
別
に
控
除
が
認
め
ら
れ
、
控
除

限
度
額
が
三
万
五
千
円
（
魏
詰
一

千
五
百
円
）
に
引
章
よ
げ
β
れ
ま

し
た
。

　
②
損
害
保
険
料
控
除
制
度
が

新
設
さ
れ
、
平
成
二
年
中
に
支
払

っ
た
一
定
の
損
害
保
険
料
に
つ
い

て
、
所
得
控
除
が
驀
Ｋ
元
る
こ

と
に
な
心
４
し
た
。

　
③
寡
婦
（
夫
）
控
除
及
び
寡
婦

控
除
の
特
別
加
算
の
適
用
要
件
で

あ
る
所
得
限
度
額
が
、
五
百
万
円

（
得
竺
百
万
円
）
に
Ｉ
呈
ぼ
ら

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
公
的
年
金
等
控
除

額
の
引
零
エ
げ
や
土
地
等
に
係
る

譲
渡
所
得
の
特
例
の
適
用
期
限
が

延
長
洽
れ
て
い
未
了
。
詳
し
ぐ
は

市
民
税
課
に
お
問
い
Ｘ
Ｂ
せ
ぐ
だ

さ
い
。
　
　
　
　
（
市
民
税
課
）

住
民
税
の
申
告

　
出
張
受
け
付
け

　
申
告
期
間
中
は
、
市
役
所
市
民
税
課
窓
口
で
、
平
日

は
午
後
五
時
ま
で
、
土
曜
日
は
正
午
ま
で
、
申
告
を
受

け
付
け
ま
す
。
ま
た
、
左
表
の
と
お
り
、
出
張
受
け
付

け
を
行
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

住民税申告の出張受け付け日程表

月　日 会　　　　場

２月19日(火)
伊勢田公民分館

小倉公民館

２月20日俐
伏見信用金庫六地蔵支店
開公民分館

２月21日困 木幡公民館

２月22日吻
広野公民館
西小倉集会所

２月26日(火)
束宇治消防分署
西大久保集会所

２月27日出
太陽神戸三井銀行宇治支店

紫ヶ丘公民分館

２月28日附
六地蔵公会堂

旦椋公会堂
本時間はいずれも午前10時～正午と午後1時~3時

福
祉
・
年
金
の
お
知
ら
せ

在
宅
寝
た
き
り
老
人
の

介
護
者
の
皆
さ
ん
へ

　
介
護
者
激
励
金

　
の
交
付

　
京
都
府
で
は
、
寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
を
家
庭
で
介
護
し
て

い
る
家
族
の
人
に
、
年
間
六
万

円
の
激
励
金
を
お
渡
し
に
￥
チ
。

　
今
回
、
激
励
金
鷺
客
包
Ｅ

る
の
は
、
昨
年
に
支
給
か
尋
～

て
い
な
い
人
で
、
今
年
二
月
一

日
現
在
で
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
掌
舎
人
で
す
。

　
①
寝
た
き
り
の
牛
活
が
６
ヵ

月
以
上
続
い
て
い
る
満
6
5
歳
以

上
の
人
を
、
家
庭
で
介
護
し
て

い
る
人
（
い
ず
れ
も
府
内
に
６

ヵ
月
以
上
在
住
し
て
い
る
こ
と
）

②
介
護
し
て
い
る
お
年
寄
り
の

配
偶
者
か
３
親
等
内
の
親
族

（
父
母
・
子
・
孫
・
兄
弟
姉
妹
・
お

じ
・
お
ば
・
お
い
・
め
い
・
こ
れ
ら

の
人
の
配
偶
者
な
ど
）
③
介
護

を
営
け
て
い
る
お
年
寄
り
と
同

居
し
て
い
る
か
、
常
時
通
っ
て

直
接
介
護
し
て
い
る
人
。

　
該
当
す
る
人
は
、
二
月
十
五

日
嵐
ま
で
に
、
寝
た
き
り
の
お

年
寄
ひ
が
住
ん
で
い
る
市
町
村

の
市
役
所
（
役
場
）
に
申
請
書
の

提
出
欠
用
紙
は
市
役
所
か
府

の
各
地
方
振
興
局
に
あ
り
ま
す
。

学校給食物資納入業者

登録申請受け付け

　
詳
し
ぐ
は
、
宇
治
市
役
所
高

齢
者
福
祉
課
（
内
線
３
３
３
）
、

京
都
府
宇
治
地
方
振
興
局
民
生

課
（
a
2
1
・
2
1
0
1
）
ま
た

は
最
寄
り
の
民
生
委
員
へ
。

　
　
　
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

　
介
護
者

　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　
市
で
は
、
第
四
回
の
「
在
宅

寝
た
き
皇
犬
介
護
者
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
事
芦
こ
存
い
季
ｙ
。

　
こ
の
事
業
は
、
寝
た
き
り
の

お
年
寄
り
な
ど
の
介
護
者
の
、

介
護
疲
れ
の
解
消
と
元
気
回
復

か
願
い
、
宇
治
明
星
園
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
と
共
催
〈
協
力

９
市
民
生
児
童
委
員
協
議
会
、

市
寝
た
き
り
老
人
介
護
者
（
家

族
）
の
会
〉
で
行
い
毒
司
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
2
4
日
㈲
、
午

前
1
0
時
出
発
～
午
後
４
時
半
帰

着
（
貸
し
切
り
バ
ス
利
用
）
▼
と

こ
ろ
・
・
・
松
山
閣
（
京
都
市
北
区
）

▼
内
容
…
食
事
と
懇
談
▼
対
象

・
：
市
内
在
住
の
お
お
ひ
ね
6
5
歳

以
上
の
寝
た
き
昨
老
人
な
ど
の

主
な
介
護
者
▼
定
員
・
：
5
0
人

　
（
先
着
順
）
▼
参
加
費
・
・
・
無
料

▼
申
し
込
み
…
２
月
1
5
日
廊
ま

　
市
学
校
給
食
会
で
は
、
年
間

百
八
土
（
日
、
一
日
約
一
万
四

千
五
百
食
分
の
給
食
を
作
る
の

に
必
要
な
物
資
を
、
登
録
業
者

制
に
よ
る
品
目
別
入
札
方
法
で

購
入
し
て
い
ま
ｆ
ｙ
。

　
平
成
三
年
度
の
登
録
公
布
望

す
る
業
者
は
、
二
月
二
十
日
團

ま
で
に
、
所
定
の
申
請
書
に
関

係
書
類
を
添
付
し
、
学
校
給
食

会
事
務
局
（
学
校
教
育
課
内
、

内
線
４
７
１
）
へ
申
し
込
み

鴛
登
録
で
き
る
の
は
、
次
の

全
項
目
に
該
当
す
る
業
者
で
す
。

で
に
、
所
定
の
申
込
書
で
高
齢

者
福
祉
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
、

内
線
３
３
ａ
）
へ
郵
送
か
来
庁

で
。
　
　
（
高
齢
者
福
祉
課
）

　
戦
傷
病
者
乗
車
券

　
引
換
券
の
交
付

　
平
成
三
年
度
分
の
戦
傷
病
者

乗
車
券
引
換
証
の
交
■
W
I
T
求
を

刄
符
け
て
い
未
了
。
戦
傷
病

者
の
認
定
を
受
け
て
い
て
、
交

付
盈
拐
手
る
人
は
、
戦
傷
病

者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
を

持
っ
て
い
る
人
は
、
そ
の
壬
唄

も
併
せ
て
）
点
裂
乖
痔
っ
て

福
祉
年
金
課
社
会
係
（
内
線
３

２
４
）
へ
。
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
両
親
講
座

　
▼
ま
Ｔ
２
月
９
日
出
、
午

後
Ｌ
時
4
5
分
～
４
時
1
5
分
▼
と

こ
ろ
・
・
・
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

ル
▼
内
容
…
「
笑
顔
の
コ
ン
サ

ー
ト
」
１
て
の
ひ
ら
劇
場
・
横

笛
太
郎
Ｊ
｛
λ
ほ
か
▼
参
加
費
…

無
料
▼
主
催
・
：
宇
治
市
民
間
保

育
園
連
盟
。
　
　
（
保
育
課
）

　
社
会
保
険
相
談
所

　
年
金
や
健
康
保
険
な
ど
に
つ

い
て
、
社
会
保
険
相
談
専
門
員

が
相
談
に
応
じ
康
ｙ
。

　
▼
と
さ
・
と
こ
ろ
・
・
・
２
月
８

日
金
＝
木
幡
公
民
館
、
2
2
日
面

＝
宇
治
公
民
館
。
い
ず
れ
も
午

後
１
時
～
ｔ
時
。

　
　
　
　
　
　
（
福
祉
年
金
課
）

　
①
市
内
か
京
阪
神
地
域
内
に

営
業
所
が
蛮
と
と
②
相
当

な
資
本
で
経
営
さ
れ
、
相
当
額

の
販
売
実
績
が
あ
る
こ
と
③

常
時
営
業
か
続
け
て
い
る
こ
と

④
引
き
続
い
て
２
年
以
上
営
業

し
て
い
る
こ
と
⑤
指
定
の
期

日
・
時
刻
・
場
所
（
５
校
以
占

に
物
資
夕
納
入
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
。
そ
の
他
、
市
学
校

給
食
会
「
学
校
給
食
用
物
資
納

入
業
者
登
録
に
関
す
る
要
綱
」

に
蔑
っ
く
事
項
か
満
だ
し
て
い

る
こ
と
。
　
（
学
校
教
育
課
）

1206

所
得
税
の
申
告

　
正
し
い
申
告
と

　
納
税
を

　
所
得
税
は
、
納
税
者
が
自
分
で

一
年
間
の
所
得
と
そ
の
税
額
か
計

算
し
て
申
告
し
、
納
税
す
る
申
告

納
税
制
度
か
採
用
し
て
い
ま
ず
。

　
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
期
限
ま
で
に
申
告
し
な

か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
申
告
を
し

た
り
す
る
と
、
後
で
不
足
の
税
金

か
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
加
算
税

や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
確
定
里
に
ょ
る
所
得

税
の
納
期
限
は
、
里
覇
限
と
同

じ
三
月
十
五
日
吻
で
す
。

　
確
定
申
告
が

　
必
要
な
場
合

　
①
事
業
収
入
や
不
動
産
収
入

が
あ
る
握
Ｒ
土
地
や
建
物
奎
児

っ
た
場
合
な
ど
で
、
平
成
二
年
中

の
所
得
の
合
計
額
が
、
基
礎
控
除

や
配
偶
者
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど

の
所
得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る

場
合
。

　
②
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
○
給

与
の
年
収
が
千
五
百
万
円
夕
超
え

る
○
給
与
所
得
や
退
職
金
以
外

の
収
入
合
計
が
二
十
万
円
か
超
え

る
Ｏ
給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら

も
ら
っ
て
い
る
Ｉ
場
合
な
ど
。

　
確
定
申
告
を
す
る
と

　
所
得
税
が
か
え
る
場
合

　
確
定
申
告
か
ず
る
義
務
の
な
い

人
で
も
○
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
ー

ン
な
ど
で
買
っ
た
○
病
気
・
け

が
な
ど
酒
多
額
の
医
療
費
を
支
払

っ
た
○
災
害
・
盗
難
に
遭
っ
た

○
昨
年
の
中
途
で
退
職
し
、
再
就

職
し
て
い
な
い
Ｉ
な
ど
の
握
に

は
、
源
泉
徴
収
鳶
い
だ
所
得
税
が

肩
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ふ
ヂ
。

唇
硲
受
け
る
た
め
の
里
ほ
、

二
月
土
ハ
Ｅ
以
前
で
も
受
け
付
け

て
い
未
ｆ
ｙ
の
で
、
早
め
に
手
続
き

し
で
こ
だ
さ
い
。
（
宇
治
税
務
署
）

消
費
税
の
申
告

　
課
税
個
人
事
業
者
の
平
成
二
年

分
消
費
税
の
確
定
申
告
は
、
既
に

　所得税・消費税

確定申告説明会

　所得税

　　2月6日(水)

　　午後1時半~3時o分

　６肖費税

　２月6日(水)

　午後3時半~4時半

会場　中央公民館

主催　宇治税務署

驀
料
け
て
い
未
了
（
四
月
一
日

囲
ま
で
）
。

　
青
色
里
誤
算
書
や
収
支
内
訳

書
か
ら
消
費
税
の
申
告
書
忿
作
成

す
る
た
め
の
「
課
税
取
引
金
聊
肘

蔓
ｔ
」
や
「
課
税
売
上
高
計
算
票
」

な
ど
の
用
紙
は
、
宇
治
税
務
署
に

あ
り
未
Ｋ

　
な
お
、
所
得
税
の
申
告
と
重
な

る
期
間
は
、
窓
口
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
ず
。
申
告
は
、
で
き
る
だ

け
お
早
め
に
。
　
（
宇
治
税
務
署
）

住民税・所得税・消費税の申告

市税の納付は
便利な口座振替で
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三
種
混
合
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
２
月
４
日
か
ら
1
0
会
場
で

二
月
四
日
㈲
か
ら
三
月
に
か
け
　
で
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
）
。

「
健
康
の
た
め
に
楽
１
　
こ
運
動
を
」

ｏ
実
技
ａ
体
操
、
歩
行
、
体
力
測

定
な
ど
▼
定
員
…
4
0
人
▼
受
講
料

・
：
無
料
▼
申
し
込
み
…
宇
治
保
健

所
（
豊
2
1
・
2
1
9
1
）
へ
電
話

四
十
歳
代
か
ら
の
健
康
増
進
に
で
。

て
市
内
十
会
場
で
、
三
種
混
合
予
　
　
な
お
、
百
日
せ
き
に
か
か
っ
た
　
適
し
た
、
安
全
で
日
常
的
な
運
動
　
　
　
　

万
万
ご
　
・
・
’
ダ
”

防
接
種
（
百
日
せ
き
・
ジ
フ
テ
リ
　
人
や
、
４
歳
～
６
歳
未
満
の
幼
児
　
を
学
習
し
、
暮
ら
し
に
定
着
さ
せ
　
　
　
　
　
仁
…
…
…
ド
…
…
″
…
…
…
一
’
・
’
一
一
一

ア
・
破
傷
風
）
を
行
い
ま
す
。
　
　
で
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い
人
は
、
　
る
こ
と
を
目
的
に
、
す
こ
や
か
運
　
　
　
　
一

Ｊ
ｍ
ｍ

…
…
…
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
圓
」

　
日
程
・
会
場
な
ど
詳
し
く
は
、
　
二
種
混
合
［
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
　
動
教
室
を
開
き
手
］
。
　
　
　
　
　
・
…
…
。
。
。
・
…
…
…
　
…
…
…
…
に
…
…
…
…
一
…
…

　
日
程
・
会
場
な
ど
詳
し
く
は
、

平
成
二
年
度
版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ

ー
と
手
び
き
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
・
・
・
２
歳
～
４
歳
の
幼
児

▼
実
施
方
法
…
○
第
１
期
＝
２
歳

～
４
歳
禾
満
の
間
に
、
３
～
８
週

間
隔
で
３
回
接
種
Ｏ
第
２
期
ｎ
‥
第

１
期
終
了
後
（
３
回
目
か
ら
）
、

１
年
～
１
年
６
ヵ
月
の
間
に
１
回

接
種
Ｏ
第
３
期
＝
小
学
校
６
年
生

で
１
回
接
種
（
学
校
で
接
種
で
き

風
）
を
同
時
に
行
い
ま
す
。

　
各
会
場
共
、
車
で
の
来
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。
（
保
健
予
防
課
）

な
か
っ
た
児
童
は
、
保
護
者
同
伴
’
一
‐
ｌ
．
；
‐
…
…
…
…
‐
・
・
‥
…
…
…

●京都府交通事故相談(6日、20日、京都府

　宇治地方振興局・S21･2049. 9時～16時）。

　　　献血

●７日（関西地区補給処,

10時～正午と13時

　～15時半）。

心配ごとなどの相談日程や､行政･人権･

消費生活・精神薄弱者相談の日程は, 2
●’･’ご｀㎜　■　■■㎜㎜：年度版「市民カレンダーと手びき」に掲：

I 書　，-哺|田どがμい_　　　　　　　　　：

　　飼えなくなった犬･猫の引き取り

●毎週月曜日（宇治保健所= 9時～10時半）。

：載。ご利用ください。

　　このほかI、市政相談と一般生活相談は

：市役所市民相談室で。消費苦情相談は自
! ' < t i 振 興 課 で ， 教 育 相 談 は 教 育 委 員 会 で , .

　 日 曜 日 を 除 く 毎 日 受 け 付 け ． 家 庭 児 童 相 ミ

： 談 は 月 ～ 金 曜 日 の 1 0 時 ~ 1 6 時 に 総 合 福 祉 ：

ｌ 会 館 3
階 の 家 庭 児 童 相 談 室 （ S 2 3 ･ 8 6 9 8 ）

i で .

: . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . … . . . . . . . . . . . . , . . ● . ● ● ● ● ･ ● ● ● ● ● ● ● ● ● , ● ‥ ● , ● ● ● … ● ● ● ● ● ｊ

　
▼
と
き
…
Ｏ
第
１
回
０
２
月
1
9

日
脚
、
午
後
１
時
～
３
時
半
Ｏ
第

２
回
＝
２
月
2
6
日
脚
、
午
後
１
時

～
３
時
半
○
第
３
回
１
３
月
８
日

面
、
午
後
１
時
～
４
時
▼
と
こ
ろ

・
：
宇
治
保
健
所
▼
対
象
者
・
：
糖
尿

病
な
ど
を
持
つ
人
と
そ
の
家
族
、

市
民
（
中
高
年
の
人
）
▼
内
容
・
：

○
健
康
チ
エ
″
ク
ー
問
診
、
計
測
、

検
尿
、
血
圧
測
定
○
講
義
＝
「
中

年
か
ら
の
健
康
づ
く
り
と
運
動
」
、

　相談あんない

●青少年相談(25日､宇治公民館13時～16時）。

●法律相談（7日、14日、21日.

28日、社会

福祉協議会・豊22

・

5650,受け付けは13時

から、定員１回先着10人）。

　
▼
と
き
・
・
・
２
月
１
９
一
日
㈹
、
午
後

１
時
半
ト
３
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
宇

治
保
健
所
▼
対
象
・
：
リ
ウ
マ
チ
患

者
と
そ
の
家
族
▼
内
容
…
「
慢
性

関
節
リ
ウ
マ
チ
に
つ
い
て
」
～
寝

た
き
り
を
防
ぐ
生
き
生
き
生
活
を

～
▼
講
師
…
国
立
療
養
所
宇
多
野

病
院
神
経
内
科
医
師
・
東
二
郎
さ

ん
▼
申
し
込
み
・
：
２
月
８
日
廊
ま

で
に
宇
治
保
健
所
（
豊
2
1
・
2
1

9
1
）
へ
電
話
で
。

宇
治
市
中
央
図
書
館
（
豊
2
0
・
１
５
１
ー

″
日
南

心
日
肉

″
日
1

ａ
日
俐

Ｊ
日
團

１
日
輿

に
日
溺

に
日
伽

ほ
‥
【
輿

ｏ
日
倒

’
日
團

ロ
日
團

ａ
日
図

一
日
吻

日

そ
よ
か
ぜ
号
巡
回
日
程

－

広
　
野

開

゛
伊
勢
田

北
横
島

南
小
倉

緑
ヶ
原

平
　
盛

西
大
久
保

大
久
保

蔭
　
山

槙
　
島

北
小
倉

明
星
町

志
津
川

黄
　
栞

遊
　
田

南
陵
町

岡
　
屋

南
　
部

・
羽
戸
山

平
尾
台

広
岡
谷

御
蔵
山

六
地
蔵

木
　
幡

地
　
区

５
・
０
　
６
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
３

り
ａ
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
・
Ｏ
Ｓ
Ｉ
・
３

1
0
0
0
～
1
1
祐

1
3
‥
3
0
１
1
5
．
‥
3
0

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
～
１
’
５

３
・
Ｏ
、
４
・
０

１
・
３
ー
ー
・
２

Ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
．
５
・
０

１
・
５
～
１
・
４

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
・
３

４
・
０
　
５
・
０

１
゛
２
１
１
・
２

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
０

ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

1
4
0
0
～
1
5
‥
3
0

Ｏ
・
０
　
１
・
０

１
・
Ｏ
ー
ー
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
４
～
１
・
３

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
～
１
・
２

Ｏ
・
Ｏ
　
Ｉ
・
０

１
・
Ｏ
～
１
・
０

４
・
０
　
５
・
０

１
・
３
１
１
・
４

1
3
‥
3
0
～
1
4
一
1
0

４
・
０
　
５
・
０

１
・
２
～
１
・
５

３
・
０
　
４
・
０

１
・
３
Ｓ
Ｉ
・
０

３
・
０
　
５
・
０

１
・
３
～
１
・
３

駐
車
時
間

大
久
保
小
学
校

開
公
民
分
館
前

伊
勢
田
小
学
校

北
横
島
小
学
校

南
小
倉
小
学
校

緑
ヶ
原
蔭
田
緑
地

平
盛
小
学
校

西
大
久
保
小
学
校

旦
椋
公
会
堂
前

ユ
ニ
チ
カ
社
宅
前

南
落
合
1
2
の
通
り

八
木
ガ
レ
ー
ジ

北
小
倉
小
学
校

汚
水
処
理
場
横

志
津
川
バ
ス
駐
車
場

万
福
寺
駐
車
場

西
小
曾
中
学
校
北
門

南
陵
第
２
児
璽
公
園

岡
屋
小
学
校

南
部
小
学
校

羽
戸
山
集
会
所
横

平
尾
台

第
一
児
童
公
園

明
星
保
育
園
上
ル

御
蔵
山
小
学
校

六
地
蔵
公
会
堂
前

木
幡
公
民
館
前

駐
車
場
所

1208

保
険
・
衛
生
・
相
談
・
移
動
図
書
館
（
2
月
分
）

す
こ
や
か
運
動
教

室

リ
ウ
マ
チ
講
演
会

移
動
図
書
館

2月の燃えないゴミ・し尿収集日程表

燃えないゴミ（清掃事務所電話22-3141） し尿（城南書生管理組合電話075-631-5171）

し尿収集の届け出を

お
願
い
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